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１．学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 

 

①学生の確保の見通し 

日本医科大学大学院（以下「本大学院」という。）に進学する学生を確保するためには、

本学医学部学生（第６学年）及び研修医、専修医からの進学に対する高いニーズに応え、

なおかつ、医学の領域にとらわれず、獣医学、薬学の分野及び薬剤師、看護師、検査技師

等の医療従事者（以下「医療従事者」という。）を今まで以上に広く取り入れる検討が必要

である。 

以下は、学生確保を見通す根拠となる。 

 

ア 定員充足の見込み 

全国私立大学の医学研究科における大学院志願者数、入学者数は過去５年間（平成２２

年度～平成２６年度）の記録において年々増えている。これは、高度な専門的知識や研究

能力を大学院において研鑽しようと志す学生、医師、研究者の増加、また、医学・医療に

対する社会的要請が強く起因していることが伺える（資料１：『平成２２（２０１０）年度

私立大学・短期大学等入学志願動向』及び『平成２６（２０１４）年度私立大学・短期大

学等入学志願動向』）。 

平成２７年４月から６月にかけて行った「日本医科大学大学院進学に関するアンケート」

調査では、「是非進学をしたい」「進学を検討する」の回答として、本学研修医からは計３

８人、本学専修医からは計３９人、本学医学部学生（第６学年）からは計２９人〈総合計

１０６人〉と高いニーズが得られた。 

また、獣医学、薬学の分野においては、「是非進学をしたい」「進学を検討する」として、

日本獣医生命科学大学獣医学部学生（第６学年）からは計７人、明治薬科大学薬学部学生

（第６学年）からは計４人の回答を得た。 

本大学院では、医学・医療に対する学問的、社会的要請の多種多様化に対応し、専門領

域間での柔軟な連携体制を一専攻とすることで可能にし、あわせて社会人の履修も可能と

する昼夜開講制の導入を継続して行うこととしている。このことにより、今後、研修医、

専修医、医療従事者としての社会人の枠にとらわれず大学院の進学者が見込めること、ま

た、医学・医療を中心として他分野からの進学者の受け入れ拡大が予測されることから、

本大学院の入学定員を７０人と設定した。 

 

 イ 定員充足の根拠となる客観的なデータの概要 

医学研究科を置く全国私立医科大学大学院（北里大学大学院医療系研究科を除く）２８

校において、平成２２年度から平成２６年度の５年間において、医学研究科の入学定員充

足率は増加傾向にある。志願者は、平成２２年度の１，０１８人から平成２６年度には１，

１０９人となり、５年間で８．９％の増加、入学者は平成 ２２年度の９４２人から平成
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２６年度には１，０３７人となり、５年間で１０．１％の増加をしている（資料１：『平成

２２（２０１０）年度私立大学・短期大学等入学志願動向』及び『平成２６（２０１４）

年度私立大学・短期大学等入学志願動向』）。 

また、近年の医師不足に対応するため、平成２０年度より全国の医学部において入学定

員が増員され、平成２７年度には全国で９，１３４人（平成１９年度比１，５０９人増）

まで増員された（資料２：平成２７年度医学部入学定員の各大学の増員計画について）。 

このように全国的に医学研究科の大学院に進学する学生の増加、平成２０年度より開始

された医学部入学定員の増員による医学部人口の引き上げにより、今後一層の大学院教育

の需要の拡大が予想される。 

学生の確保の見通しの根拠として、以下の対象者に大学院進学に関するアンケート調査

を行った。調査は、アンケートの趣旨、設置の理念、人材養成の目的、教育研究上の目的、

履修の特色、学納金、大学院修了後の主な進路先などの必要な情報を提供して行った（資

料３：日本医科大学大学院進学に関するアンケート内容）。その概要を以下に示す。 

 

１）日本医科大学付属４病院研修医（卒後研修） 回答者６１人（平成２７年４月実施） 

日本医科大学付属４病院専修医（後期研修） 回答者６９人（平成２７年４月実施） 

平成２８年４月以降に進学の可能性のある本学付属４病院研修医６１人、同専修医６９

人から回答を得た。その結果、「是非進学をしたい」「進学を検討する」が研修医 ３８人

（６２．３％）、専修医３９人（５６．５％）であり、定員の半数以上を本学研修医、本学

専修医で充足する可能性が示唆された。また、どのような学習環境があれば進学しやすい

と考えるかという問いに、「夜間の開講（時間帯は午後６時以降）」と回答した数が、本学

研修医で３０人（４９．２％）、本学専修医で２０人（２９．０％）であり、昼夜開講制で

の進学に対する高い関心が示された。 

どのような分野への進学を希望するかについては、臨床系分野への進学を希望する者が若

干多く見られるものの、特に研究分野に突出するものはなく偏りは見られないため、研修

医、専修医として臨床研究に臨むと同時に、大学院に在籍する具体性を持たせるために実

質的な履修モデルを提示し、大学院進学に結び付ける必要がある。（資料４：日本医科大学

大学院進学に関するアンケート集計結果（平成２７年度）日本医科大学付属４病院研修医）

（資料５：日本医科大学大学院進学に関するアンケート集計結果（平成２７年度）日本医

科大学付属４病院専修医） 

 

２）日本医科大学医学部第６学年  回答者８４人（平成２７年６月実施） 

平成２８年４月以降に進学の可能性のある本学医学部第６学年８４人から回答を得た。

その結果、「是非進学をしたい」「進学を検討する」が２９人（３４．５％）、「進学をしな

い」が１５人（１７．９％）、「わからない」が４０人（４７．６％）であった。全体の３

割程度から高いニーズを得られることができたが、進学に対してわからないと回答する者
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が約半数に及んだため、今後の長期的な定員の確保を考慮し、早期から広報活動を行い、

進学率増加を図る必要がある。（資料６：日本医科大学大学院進学に関するアンケート集計

結果（平成２７年度）日本医科大学医学部第６学年） 

 

３）［法人関連大学］ 

日本獣医生命科学大学獣医学部第６学年 回答者８９人（平成２７年５月実施） 

［連携大学院］ 

明治薬科大学薬学部第６学年 回答者１５６人（平成２７年６月実施） 

平成２８年４月以降に進学の可能性のある日本獣医生命科学大学獣医学部学生（第６学

年）からは８９人、明治薬科大学薬学部学生（第６学年）からは１５６人の回答を得た。

その結果、「是非進学をしたい」「進学を検討する」の回答を計１１人から得た。現在、本

学は、日本獣医生命科学大学、明治薬科大学、東京理科大学、京都大学との連携大学院に

関する協定を締結し、互いの大学院の授業科目の履修・単位認定及び互いの大学院指導教

員による研究指導などを可能とし、相互の大学院教員の交流を密にして研究活動の活性化

を図っている。今後益々の活性化を見込み、他分野からの進学者の受け入れ拡大が見込ま

れる。（資料７：日本医科大学大学院進学に関するアンケート集計結果（平成２７年度）日

本獣医生命科学大学獣医学部第６学年）（資料８：日本医科大学大学院進学に関するアンケ

ート集計結果（平成２７年度）明治薬科大学薬学部第６学年） 

 

 ウ 学生納付金の設定の考え方 

 学生納付金については、本学・他学の出身を問わず、平等な修学機会の拡大を図るため

に、本大学院の運営に係る最低限のコスト（実験実習費１５万円、その他施設管理費等１

０万円）に相当する金額として、２５万円（年額）としている。この額は、私立医科大学

２９大学の中でも極めて低額なものとなっている。 

また、本学ではティーチング・アシスタント及びリサーチ・アシスタント制度を採用し、

医学部の教育補助業務に対する手当支給、研究補助者としての従事に対する手当支給を行

い、就学及び育成に寄与しながら経済的な負担を軽減できる機会を設けている（資料９：

平成２７年度私立医科大学大学院初年度納付額・４年間納付額総額一覧）。 

 

②学生確保に向けた具体的な取組状況（予定含む） 

 １）不特定の対象者への広報 

 情報の積極的な配信を目的として、本学ホームページにて大学院専用ページを設け、大

学院の特色や各分野の研究内容、施設の紹介などを行っている。今後は医学専攻領域の詳

細説明、教育課程の特色など情報公開等のさらなる充実を目指し、大学院に進学するうえ

での履修モデルを明確に示す予定である。 
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２）本学医学部学生、研修医、専修医、医療従事者への広報 

 本学医学部学生、研修医、専修医、医療従事者に対して大学院の説明会を実施し、広報

活動に努めている。今後はより積極的な進学を勧めると同時に、就労をしつつ大学院在籍

が可能である履修モデルを明確に示し、各種オリエンテーションや研修会、レジナビフェ

ア等の場でさらなる広報活動の場を増やし、進学率増加を図る予定である。 

  

３）関連大学及び連携大学院への広報 

 本学大学院に在籍中、または修了をした獣医学部や薬学部の出身者へ取材を行い、本学

大学院在籍中の研究成果、修了後の進路等を詳細にレポートし、その声をリーフレットや

ホームページに載せることで、関連大学や連携大学院への広報を促す予定である。 
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２．人材需要の動向等社会の要請 

 

①人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） 

本大学院は、「済生救民」（貧しくしてその上病気で苦しんでいる人々を救うのが、医師

の最も大切な道である）を建学の精神とし、学是を「克己殉公」、すなわち「我が身を捨て

て、広く人々のために尽くす」こと、また「愛と研究心を有する質の高い医師と医学者の

育成」を教育理念として掲げ、医学領域の幅広い視野と豊かな人間性、高い倫理観と優れ

た研究能力を持つ医学研究者及び高度の専門的知識と医療倫理を備えた愛と研究心を有す

る医師の育成を行うことを人材養成の目的とする。 

その実現のために、医学に関する様々な知識・技術・倫理の習得、理論・応用の教授研

究、さらに国際社会においても自立した研究活動を行えるよう、高度に専門的な業務に従

事するための高い研究能力及びその基盤となる豊かな学識を養うことを目的とする。 

 

②上記①が社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な根拠 

東京都の人口は、平成２７年推計１，３０６万人となっており、今後はほぼ横ばいか微

増傾向が当分の間続くが、平成３２年頃に推計１，３１１万人をピークに減少に転じると

されている。  

しかし、人口構成でみると、高齢者の割合（高齢化率）は、平成３２年に２５％（推計

３３４万人）を超え、その後推計のある平成４７年まで一貫して増え続けていく見通しで

ある。特に、全国的にみても東京都の高齢者数は、平成１７年の２３２万５千人から平成

４７年には３８９万５千人となり、増加数は全国１位である。 

都内全体の救急搬送患者数については、平成１０年の約４８万人から増加の一途をたど

り、平成１７年の約６４万人をピークに平成２１年に約５８万人に減少傾向となったが、

翌年に再び増加に転じ、平成２３年については、約６３万人と平成１７年についで、過去

２番目に多い搬送人員となった。  

高齢者の救急搬送患者数についても、平成１０年の約１４万人から増加傾向にあり、平

成１７年から平成２１年にかけては約２４万人とほぼ横ばいで推移したが、平成２２年に

約２７万人に大幅に増加し、平成２３年も前年を上回る約２９万人の実績となっている。

全体の救急搬送患者に占める高齢者の割合は、平成２３年は全体の４５％を超えており、

高齢化の進展により、今後一層、高齢者の救急搬送人員が増えることが予想される（資料

１０：救急医療対策協議会報告）。 

このような東京都の長期的にわたる高齢者数の増加、高齢化の進展により今後一層増加

傾向が予想される高齢者の救急搬送人員等を背景に、本大学院の教育にはより一層の高い

臨床能力と研究能力を併せ持った医師・医学者の養成が求められる。 

本邦における救急医療の発展に大きく寄与、牽引をしてきた全国初の「高度救命救急セ

ンター」の指定を受けた日本医科大学の救急医学を初め、救急患者における各種臓器及び
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生体全体の機能の病態を理解し、その制御機構を研究し、再生医療へと繋げる広汎な分野

の知識及び手法を習得するための「生体制御再生医学領域」。 

高齢化が急速に進んでいる都市部に位置する本学の地理的要因を踏まえ、高齢化社会や

支援要員等を取り巻く生活環境に関する多くの問題を検討し、解決策を見いだすために必

要となる、総合医療・健康科学、衛生学公衆衛生学の知識・研究手法を習得するための「健

康社会予防医学領域」。 

さらに、呼吸器、消化器、血液等の領域のがん患者の治療に関する、分子解剖学的、解

析人体病理学的な研究のアプローチを必須とする「機能形態解析医学領域」。 

以上３つの医学領域を有し、従来の専攻の枠を越えた分野横断的な知識及び技能の獲得

を可能とした本大学院教育は、今後変遷していく社会環境の動向に備えた医師・医学者の

輩出を行い、社会に貢献することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資    料    編 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

資 料 一 覧 

 

資料番号 資料名 本文掲載頁 

資料 １： 日本私立大学学校振興・共済事業団 

平成２２（２０１０）年度私立大学・短期大学等入学志願動向 

（平成２２年７月）【抜粋】                       

平成２６（２０１４）年度私立大学・短期大学等入学志願動向 

（平成２６年８月）【抜粋】                １、２ 

資料 ２： 文部科学省 

平成２７年度医学部入学定員の各大学の増員計画について 

（平成２６年１０月）【抜粋】    ２ 

資料 ３： 日本医科大学大学院進学に関するアンケート内容 ２ 

資料 ４： 日本医科大学大学院進学に関するアンケート集計結果（平成２７ 

年度）日本医科大学付属４病院研修医  ２ 

資料 ５： 日本医科大学大学院進学に関するアンケート集計結果（平成２７ 

年度）日本医科大学付属４病院専修医 ２ 

資料 ６： 日本医科大学大学院進学に関するアンケート集計結果（平成２７ 

年度）日本医科大学医学部第６学年 ３ 

資料 ７： 日本医科大学大学院進学に関するアンケート集計結果（平成２７ 

年度）日本獣医生命科学大学獣医学部第６学年  ３ 

資料 ８： 日本医科大学大学院進学に関するアンケート集計結果（平成２７ 

年度）明治薬科大学薬学部第６学年 ３ 

資料 ９： 平成２７年度私立医科大学大学院初年度納付額・４年間納付額総

額一覧  ３ 

資料１０： 東京都福祉保健局  

救急医療対策協議会報告（平成２５年５月）【抜粋】 ５ 

 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 



資料 １ 

本文１、２ページ 

日本私立大学学校振興・共済事業団 

平成 22(2010)年度私立大学・短期大学等入学志願動向（平成 22 年 7 月）【抜粋】                         

  

 



 



 



 



 

平成 26(2014)年度私立大学・短期大学等入学志願動向（平成 26 年 8 月）【抜粋】 

 

 

 

 



 

 



 

 



 

 



資料 ２ 

本文２ページ 

文部科学省 

平成 27 年度医学部入学定員の各大学の増員計画について（平成 26 年 10 月）【抜粋】 

                         



資料 ３ 

本文２ページ 

日本医科大学大学院進学に関するアンケート内容 

 

研修医 

専修医 

 

◆皆様のご意見をお聞きいたしたく、お手数ですがアンケートのご記入をお願いいたし

ます。 

 

※アンケートの趣旨 

・医学専攻の設置について 

  標記の件について、大学院における従来の６専攻（生理系・病理系・社会医学系・

加齢科学系・内科系・外科系）を再編し、１専攻（医学）を新たに設置する検討をし

ております。（設置時期：平成２８年４月、初年度納付金：授業料２５万円［入学金

免除］） 

 

(現在の専攻名称・入学定員)     (再編後の専攻名称・入学定員) 

生理系専攻   １０名 

病理系専攻    ６名 

社会医学系専攻  ３名 

加齢科学系専攻   ７名 

内科系専攻   ２０名 

     外科系専攻   ２４名 

 

入学定員    ２８０名 

総定員     ２８０名               ２８０名 

 

本大学院においては、「愛と研究心を有する質の高い医師と医学者の養成」を教育

理念として、これまでの生理系、病理系、社会医学系専攻、加齢科学系、内科系、外

科系を発展的に改組転換し、平成２８年４月に新たに医学専攻を設置する予定です。

そして、①研究能力の高い臨床医と医療関係者の育成、②地域医療への貢献、③国際

交流の推進、④他大学との研究交流の推進、⑤ICT 技術を取り入れた e-learning の推

進を教育目標として、臨床医及び医学研究者を養成して参りました。 

高い臨床能力と研究能力を併せ持った臨床医を養成するためには、進展の著しい本

学を取り巻く環境により対応していくことが必要であり、専攻や分野の枠を超えて、

大学院の目的と教育内容を明確にし、組織的に教育活動を計画することが重要である

と考え、それらを実践することで、臨床医の養成並びに高度先進医療（具体性）を提

供する機関として、社会に貢献できる人材を養成することができるものと考えており

ます。

の皆様へ 

医学専攻  ７０名 



 

 

◆医学専攻の人材養成の目的 

  医学領域の幅広い視野と豊かな人間性、高い倫理観と優れた研究能力を持つ医学

研究者及び高度の専門的知識と医療倫理を備えた愛と研究心を有する医師の育成を

行うことを人材養成の目的とする。 

 

◆医学専攻の教育研究上の目的 

   医学に関する理論及び応用を教授研究し、専攻について、医学に関する知識・技

術・倫理を教授研究し、生命倫理を尊重しつつ国際社会において自立して研究活動を

行い、また、高度に専門的な業務に従事するために必要な高い研究能力及びその基盤

となる豊かな学識を養うことを目的とする。 

 

◆大学院修了後の進路先 

・大学において、教員（臨床系・基礎系）として勤務するケース 

・市中病院、研究所等において、臨床医・研究者として勤務するケース 

・本学において、ポスト・ドクターとして学術研究プロジェクトの分担研究に従事 

するケース（支給額：月額２５万円、年額３００万円） 

・本学において、学位取得後特別研究生として、大学院教授の責任の下に医学に関 

する高度な理論及び技術の研究に従事するケース 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

［アンケート内容］ 

本調査への参加は任意によるものとし、参加の有無による不利益は一切ないこと、調査は匿名としプラ

イバシーへの配慮を行うことをお約束いたします。 

本アンケートは、入学希望者数の統計の目的にのみ利用し、他の目的には使用はいたしません。 

本アンケートを回答するにあたり、進路先等を拘束いたしません。 

ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

回答に☑を付けてください。 

 

問 1．あなたの職制についてお尋ねします。 

□  初期臨床研修医 1年目 □  初期臨床研修医 2年目 □  専修医 1年目 □ 専修医2年目 

 

問 2. 性別は？ 

□ 男性 □ 女性 

 

問 3．本大学院に設置予定の大学院【博士課程】に進学を希望されますか。１つだけ選択してください。 

□ 是非進学をしたい □ 進学を検討する □ 進学しない □ わからない 

 

（問 3で「進学しない」、「わからない」と答えた方へ。「進学しない」、「わからない」と答えた方はここで

終わりとなります。） 

 

問 4. 将来は臨床医・研究者として働くために大学院に進学したい。 

□ 臨床医として大学院に進学したい  □ 研究者として大学院に進学したい 

 

問 5. 進学の時期はいつ頃を考えていますか。 

□ 初期臨床研修医 1年目 □ 初期臨床研修医 2年目 □ 専修医 1年目 □ 専修医 2年目 

□ その他（具体的に：                                  ） 

 

問 6. どのような分野への進学を希望されますか？ あてはまるもの全て選択してください。 

□ 分子解剖学       □ 解剖学・神経生物学 □ 感覚情報科学 □ 生体統御科学 

□ 代謝・栄養学      □ 分子遺伝医学     □ 薬理学       □ 解析人体病理学  

□ 統御機構診断病理学 □  微生物学・免疫学    □   衛生学公衆衛生学  □  法医学 

□  医療管理学         □  細胞生物学          □   分子生物学    □   分子細胞構造学 

□  生体機能制御学     □ 遺伝子制御学        □  循環器内科学   □  神経内科学 

□  腎臓内科学       □  アレルギー膠原病内科学   □  血液内科学   □  消化器内科学 

□  内分泌糖尿病代謝内科学  □  呼吸器内科学   □  精神・行動医学  □  小児・思春期医学 



 

□  臨床放射線医学  □  皮膚粘膜病態学  □  総合医療・健康科学 □  リハビリテーション学 

□  消化器外科学    □  乳腺外科学      □  内分泌外科学      □  呼吸器外科学 

□  心臓血管外科学  □  脳神経外科学    □  整形外科学        □  女性生殖発達病態学 

□  頭頚部・感覚器科学  □  男性生殖器・泌尿器科学  □  眼科学  □  疼痛制御麻酔科学 

□  救急医学        □  形成再建再生医学  □  昼夜開講制      □  未定 

□  その他（具体的に：                                  ） 

 

問 7．どのような学習環境があれば進学しやすいと考えますか。あてはまるもの全て選択してください。 

□  夜間の開講 （時間帯は午後 6時以降） □ 土・日・祝日の開講 □ サテライト教室 

□  奨学金制度  □ 通信教育制度 

□ その他（具体的に：                                   ） 

 

以上です。ご協力ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

医学部５年生の皆様へ 

（平成２７年度６年生） 

 

◆皆様のご意見をお聞きいたしたく、お手数ですがアンケートのご記入をお願いいたし

ます。 

 

※アンケートの趣旨 

・医学専攻の設置について 

  標記の件について、大学院における従来の６専攻（生理系・病理系・社会医学系・

加齢科学系・内科系・外科系）を再編し、１専攻（医学）を新たに設置する検討をし

ております。（設置時期：平成２８年４月、初年度納付金：授業料２５万円［入学金

免除］） 

 

(現在の専攻名称・入学定員)     (再編後の専攻名称・入学定員) 

生理系専攻   １０名 

病理系専攻    ６名 

社会医学系専攻  ３名 

加齢科学系専攻   ７名 

内科系専攻   ２０名 

     外科系専攻   ２４名 

 

入学定員    ２８０名 

総定員     ２８０名               ２８０名 

 

本大学院においては、「愛と研究心を有する質の高い医師と医学者の養成」を教育

理念として、これまでの生理系、病理系、社会医学系専攻、加齢科学系、内科系、外

科系を発展的に改組転換し、平成２８年４月に新たに医学専攻を設置する予定です。

そして、①研究能力の高い臨床医と医療関係者の育成、②地域医療への貢献、③国際

交流の推進、④他大学との研究交流の推進、⑤ICT 技術を取り入れた e-learning の推

進を教育目標として、臨床医及び医学研究者を養成して参りました。 

高い臨床能力と研究能力を併せ持った臨床医を養成するためには、進展の著しい本

学を取り巻く環境により対応していくことが必要であり、専攻や分野の枠を超えて、

大学院の目的と教育内容を明確にし、組織的に教育活動を計画することが重要である

と考え、それらを実践することで、臨床医の養成並びに高度先進医療（具体性）を提

供する機関として、社会に貢献できる人材を養成することができるものと考えており

医学専攻  ７０名 



 

ます。 

◆医学専攻の人材養成の目的 

  医学領域の幅広い視野と豊かな人間性、高い倫理観と優れた研究能力を持つ医学

研究者及び高度の専門的知識と医療倫理を備えた愛と研究心を有する医師の育成を

行うことを人材養成の目的とする。 

 

◆医学専攻の教育研究上の目的 

   医学に関する理論及び応用を教授研究し、専攻について、医学に関する知識・技

術・倫理を教授研究し、生命倫理を尊重しつつ国際社会において自立して研究活動を

行い、また、高度に専門的な業務に従事するために必要な高い研究能力及びその基盤

となる豊かな学識を養うことを目的とする。 

 

◆大学院修了後の進路先 

・大学において、教員（臨床系・基礎系）として勤務するケース 

・市中病院、研究所等において、臨床医・研究者として勤務するケース 

・本学において、ポスト・ドクターとして学術研究プロジェクトの分担研究に従事 

するケース（支給額：月額２５万円、年額３００万円） 

・本学において、学位取得後特別研究生として、大学院教授の責任の下に医学に関 

する高度な理論及び技術の研究に従事するケース 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

［アンケート内容］ 

本調査への参加は任意によるものとし、参加の有無による不利益は一切ないこと、調査は匿名としプラ

イバシーへの配慮を行うことをお約束いたします。 

本アンケートは、入学希望者数の統計の目的にのみ利用し、他の目的には使用はいたしません。 

本アンケートを回答するにあたり、進路先等を拘束いたしません。 

ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

回答に☑を付けてください。 

 

問 1. 性別は？ 

□ 男性 □ 女性 

 

問 2．本大学院に設置予定の大学院【博士課程】に進学を希望されますか。１つだけ選択してください。 

□ 是非進学をしたい □ 進学を検討する □ 進学しない □ わからない 

 

（問 2で「進学しない」、「わからない」と答えた方へ。「進学しない」、「わからない」と答えた方はここで

終わりとなります。） 

 

問 3. 将来は臨床医・研究者として働くために大学院に進学したい。 

□ 臨床医として大学院に進学したい  □ 研究者として大学院に進学したい 

 

問 4. 進学の時期はいつ頃を考えていますか。 

□ 初期臨床研修医 1年目 □ 初期臨床研修医 2年目 □ 専修医 1年目 □ 専修医 2年目 

□ その他（具体的に：                                  ） 

 

問 5.どのような分野への進学を希望されますか？ あてはまるもの全て選択してください。 

□ 分子解剖学       □ 解剖学・神経生物学 □ 感覚情報科学 □ 生体統御科学 

□ 代謝・栄養学      □ 分子遺伝医学     □ 薬理学       □ 解析人体病理学  

□ 統御機構診断病理学 □  微生物学・免疫学    □   衛生学公衆衛生学  □  法医学 

□  医療管理学         □  細胞生物学          □   分子生物学    □   分子細胞構造学 

□  生体機能制御学     □ 遺伝子制御学        □  循環器内科学   □  神経内科学 

□  腎臓内科学       □  アレルギー膠原病内科学   □  血液内科学   □  消化器内科学 

□  内分泌糖尿病代謝内科学  □  呼吸器内科学   □  精神・行動医学  □  小児・思春期医学 

□  臨床放射線医学  □  皮膚粘膜病態学  □  総合医療・健康科学 □  リハビリテーション学 

□  消化器外科学    □  乳腺外科学      □  内分泌外科学      □  呼吸器外科学 

□  心臓血管外科学  □  脳神経外科学    □  整形外科学        □  女性生殖発達病態学 



 

□  頭頚部・感覚器科学  □  男性生殖器・泌尿器科学  □  眼科学  □  疼痛制御麻酔科学 

□  救急医学        □  形成再建再生医学  □  昼夜開講制      □  未定 

□  その他（具体的に：                                  ） 

 

問 6．どのような学習環境があれば進学しやすいと考えますか。あてはまるもの全て選択してください。 

□  夜間の開講 （時間帯は午後 6時以降） □ 土・日・祝日の開講 □ サテライト教室 

□  奨学金制度  □ 通信教育制度 

□ その他（具体的に：                                   ） 

 

以上です。ご協力ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

日本獣医生命科学大学獣医学部６年生の皆様へ 

 

◆皆様のご意見をお聞きいたしたく、お手数ですがアンケートのご記入をお願いいたし

ます。 

 

※アンケートの趣旨 

・医学専攻の設置について 

  大学院における従来の６専攻（生理系・病理系・社会医学系・加齢科学系・内科系・

外科系）を再編し、１専攻（医学）を新たに設置する検討をしております。 

（設置時期：平成２８年４月、初年度納付金：授業料２５万円［入学金免除］） 

 

 

(現在の専攻名称・入学定員)    (再編後の専攻・領域名称・入学定員) 

生理系専攻   １０名 

病理系専攻    ６名 

社会医学系専攻  ３名          ※領域 

加齢科学系専攻   ７名           機能形態解析医学 

内科系専攻   ２０名           生体制御再生医学 

     外科系専攻   ２４名           健康社会予防医学 

     入 学 定 員     ７０名        入 学 定 員     ７０名 

 

総定員     ２８０名        総定員    ２８０名 

 

大学院においては、「愛と研究心を有する質の高い医師と医学者の養成」を教育理

念として、これまでの生理系、病理系、社会医学系専攻、加齢科学系、内科系、外科

系を発展的に改組転換し、平成２８年４月に新たに医学専攻を設置する予定です。 

高い臨床能力と研究能力を併せ持った臨床医を養成するためには、専攻や分野の枠

を超えて、教育活動を計画することが重要であると考え、それらを実践することで、

臨床医の養成並びに高度先進医療を提供する機関として、社会に貢献できる人材を養

成することができるものと考えております。 

 

 

 

 

 

医 学 専 攻  ７０名 



 

 

◆医学専攻の人材養成の目的 

  医学領域の幅広い視野と豊かな人間性、高い倫理観と優れた研究能力を持つ医学

研究者及び高度の専門的知識と医療倫理を備えた愛と研究心を有する医師の育成を

行うことを人材養成の目的とする。 

 

◆医学専攻の教育研究上の目的 

   医学に関する理論及び応用を教授研究し、専攻について、医学に関する知識・技

術・倫理を教授研究し、生命倫理を尊重しつつ国際社会において自立して研究活動を

行い、また、高度に専門的な業務に従事するために必要な高い研究能力及びその基盤

となる豊かな学識を養うことを目的とする。 

 

◆履修の特色 

  博士論文の作成あたり、3 領域の中から主専攻となる領域・分野を決定する。主専

攻の他にもう 1 つ副専攻として、別の分野を履修することができる。副専攻の領域

については、主専攻と同じ領域でも構わない。 

 

◆大学院修了後の進路先 

・大学において、教員（臨床系・基礎系）として勤務するケース 

・市中病院、研究所等において、臨床医・研究者として勤務するケース 

・本学において、ポスト・ドクターとして学術研究プロジェクトの分担研究に従事 

するケース（支給額：月額２５万円、年額３００万円） 

・本学において、学位取得後特別研究生として、大学院教授の責任の下に医学に関 

する高度な理論及び技術の研究に従事するケース 

 

以上 

 

【以上の内容は、設置準備を進めていく中で変更する可能性があります。】 

 

※本アンケートの提出先 

本アンケートにご回答後、日本獣医生命科学大学大学院課へご提出ください。 

 

※本アンケートに関するお問い合わせ先 

日本医科大学 学事部大学院課 

金子（03-3822-2131 内線５３０９） 

 



 

 

［アンケート内容］ 

本調査への参加は任意によるものとし、参加の有無による不利益は一切ないこと、調査は匿名としプラ

イバシーへの配慮を行うことをお約束いたします。 

本アンケートは、入学希望者数の統計の目的にのみ利用し、他の目的には使用はいたしません。 

本アンケートを回答するにあたり、進路先等を拘束いたしません。 

ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

回答に☑を付けてください。 

 

問 1. 性別は？ 

□ 男性 □ 女性 

 

問 2．本大学院に設置予定の大学院【博士課程】に進学を希望されますか。１つだけ選択してください。 

□ 是非進学をしたい □ 進学を検討する □ 進学しない □ わからない 

 

（問 2で「進学しない」、「わからない」と答えた方へ。「進学しない」、「わからない」と答えた方はここで

終わりとなります。） 

 

問 3. 進学の時期はいつ頃を考えていますか。 

□ 初期臨床研修医 1年目 □ 初期臨床研修医 2年目 □ 専修医 1年目 □ 専修医 2年目 

□ その他（具体的に：                                  ） 

 

問 4.どのような分野への進学を希望されますか？ あてはまるもの全て選択してください。 

□ 分子解剖学       □ 解剖学・神経生物学 □ 感覚情報科学 □ 生体統御科学 

□ 代謝・栄養学      □ 分子遺伝医学     □ 薬理学       □ 解析人体病理学  

□ 統御機構診断病理学 □  微生物学・免疫学    □   衛生学公衆衛生学  □  法医学 

□  医療管理学         □  細胞生物学          □   分子生物学    □   分子細胞構造学 

□  生体機能制御学     □ 遺伝子制御学        □  循環器内科学   □  神経内科学 

□  腎臓内科学       □  アレルギー膠原病内科学   □  血液内科学   □  消化器内科学 

□  内分泌糖尿病代謝内科学  □  呼吸器内科学   □  精神・行動医学  □  小児・思春期医学 

□  臨床放射線医学  □  皮膚粘膜病態学  □  総合医療・健康科学 □  リハビリテーション学 

□  消化器外科学    □  乳腺外科学      □  内分泌外科学      □  呼吸器外科学 

□  心臓血管外科学  □  脳神経外科学    □  整形外科学        □  女性生殖発達病態学 

□  頭頚部・感覚器科学  □  男性生殖器・泌尿器科学  □  眼科学  □  疼痛制御麻酔科学 

□  救急医学        □  形成再建再生医学  □  昼夜開講制      □  未定 

□  その他（具体的に：                                  ） 



 

 

問 5．どのような学習環境があれば進学しやすいと考えますか。あてはまるもの全て選択してください。 

□  夜間の開講 （時間帯は午後 6時以降） □ 土・日・祝日の開講 □ サテライト教室 

□  奨学金制度  □ 通信教育制度 

□ その他（具体的に：                                   ） 

 

以上です。ご協力ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

明治薬科大学薬学部６年生の皆様へ 

 

◆皆様のご意見をお聞きいたしたく、お手数ですがアンケートのご記入をお願いいたし

ます。 

 

※アンケートの趣旨 

・医学専攻の設置について 

  大学院における従来の６専攻（生理系・病理系・社会医学系・加齢科学系・内科系・

外科系）を再編し、１専攻（医学）を新たに設置する検討をしております。 

（設置時期：平成２８年４月、初年度納付金：授業料２５万円［入学金免除］） 

 

 

(現在の専攻名称・入学定員)    (再編後の専攻・領域名称・入学定員) 

生理系専攻   １０名 

病理系専攻    ６名 

社会医学系専攻  ３名          ※領域 

加齢科学系専攻   ７名           機能形態解析医学 

内科系専攻   ２０名           生体制御再生医学 

     外科系専攻   ２４名           健康社会予防医学 

     入 学 定 員     ７０名        入 学 定 員     ７０名 

 

総定員     ２８０名        総定員    ２８０名 

 

大学院においては、「愛と研究心を有する質の高い医師と医学者の養成」を教育理

念として、これまでの生理系、病理系、社会医学系専攻、加齢科学系、内科系、外科

系を発展的に改組転換し、平成２８年４月に新たに医学専攻を設置する予定です。 

高い臨床能力と研究能力を併せ持った臨床医を養成するためには、専攻や分野の枠

を超えて、教育活動を計画することが重要であると考え、それらを実践することで、

臨床医の養成並びに高度先進医療を提供する機関として、社会に貢献できる人材を養

成することができるものと考えております。 

 

 

 

 

 

医 学 専 攻  ７０名 



 

 

◆医学専攻の人材養成の目的 

  医学領域の幅広い視野と豊かな人間性、高い倫理観と優れた研究能力を持つ医学

研究者及び高度の専門的知識と医療倫理を備えた愛と研究心を有する医師の育成を

行うことを人材養成の目的とする。 

 

◆医学専攻の教育研究上の目的 

   医学に関する理論及び応用を教授研究し、専攻について、医学に関する知識・技

術・倫理を教授研究し、生命倫理を尊重しつつ国際社会において自立して研究活動を

行い、また、高度に専門的な業務に従事するために必要な高い研究能力及びその基盤

となる豊かな学識を養うことを目的とする。 

 

◆履修の特色 

  博士論文の作成あたり、3 領域の中から主専攻となる領域・分野を決定する。主専

攻の他にもう 1 つ副専攻として、別の分野を履修することができる。副専攻の領域

については、主専攻と同じ領域でも構わない。 

 

◆大学院修了後の進路先 

・大学において、教員（臨床系・基礎系）として勤務するケース 

・市中病院、研究所等において、臨床医・研究者として勤務するケース 

・本学において、ポスト・ドクターとして学術研究プロジェクトの分担研究に従事 

するケース（支給額：月額２５万円、年額３００万円） 

・本学において、学位取得後特別研究生として、大学院教授の責任の下に医学に関 

する高度な理論及び技術の研究に従事するケース 

 

以上 

 

【以上の内容は、設置準備を進めていく中で変更する可能性があります。】 

 

※本アンケートの提出先 

本アンケートにご回答後、明治薬科大学教務課へご提出ください。 

 

※本アンケートに関するお問い合わせ先 

日本医科大学 学事部大学院課 

金子（03-3822-2131 内線５３０９） 

 



 

 

［アンケート内容］ 

本調査への参加は任意によるものとし、参加の有無による不利益は一切ないこと、調査は匿名としプラ

イバシーへの配慮を行うことをお約束いたします。 

本アンケートは、入学希望者数の統計の目的にのみ利用し、他の目的には使用はいたしません。 

本アンケートを回答するにあたり、進路先等を拘束いたしません。 

ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

回答に☑を付けてください。 

 

問 1. 性別は？ 

□ 男性 □ 女性 

 

問 2．本大学院に設置予定の大学院【博士課程】に進学を希望されますか。１つだけ選択してください。 

□ 是非進学をしたい  

□ 進学を検討する 

□ 進学しない  

□ わからない 

 

（問 2で「進学しない」、「わからない」と答えた方へ。「進学しない」、「わからない」と答えた方はここで

終わりとなります。） 

 

問 3. 進学の時期はいつ頃を考えていますか。 

□ その他（具体的に：                                  ） 

   

問 4. どのような分野への進学を希望されますか？ あてはまるもの全て選択してください。 

 

□ 分子解剖学 □ 解剖学・神経生物学 □ 感覚情報科学 □ 生体統御科学 

□ 代謝・栄養学     □ 分子遺伝医学   □ 薬理学      □ 解析人体病理学  

□ 統御機構診断病理学 □ 微生物学・免疫学 □ 衛生学公衆衛生学 □  法医学 

□  医療管理学 □ 細胞生物学 □   分子生物学 □   分子細胞構造学 

□  生体機能制御学 □ 遺伝子制御学 □  循環器内科学 □  神経内科学 

□  腎臓内科学     □ アレルギー膠原病 

    内科学 
□  血液内科学 □  消化器内科学 

□  内分泌糖尿病代謝 

    内科学 

□ 呼吸器内科学 □ 精神・行動医学 □ 小児・思春期医学 

□  臨床放射線医学 □  皮膚粘膜病態学 □  総合医療・健康 

    科学 

□ リハビリテーション学 



 

□  消化器外科学 □  乳腺外科学 □  内分泌外科学 □  呼吸器外科学 

□  心臓血管外科学 □  脳神経外科学 □  整形外科学 □  女性生殖発達病態学 

□  頭頚部・感覚器科学 □  男性生殖器・泌尿器科学 □  眼科学 □  疼痛制御麻酔科学 

□  救急医学 □  形成再建再生医学 □  昼夜開講制 □  未定 

□  その他（具体的に：                                  ） 

 

問 6．どのような学習環境があれば進学しやすいと考えますか。あてはまるもの全て選択してください。 

□  夜間の開講 （時間帯は午後 6時以降） 

□ 土・日・祝日の開講 

□ サテライト教室 

□  奨学金制度 

□ 通信教育制度 

□ 長期履修制度※ 

□ その他（具体的に：                                   ） 

 

 

※長期履修制度 

 長期履修学生制度とは、学生が、職業を有している等の事情により標準修業年限（博士課程 4

年）を超えて一定の期間にわたり計画的に教育課程を履修し修了することを希望する場合に、

その計画的な履修を認める制度です。 

                           

 

以上です。ご協力ありがとうございました。 

 

 



資料 ４ 

本文２ページ 

 

 

日本医科大学大学院進学に関するアンケート 集計結果（平成 27年度） 

 

アンケート対象：研修医（日本医科大学付属病院、日本医科大学武蔵小杉病院、日本医科大学多摩永山病院、 

日本医科大学千葉北総病院）【回答者 61名】 

 

１．性別は？ 

 

  人数 割合 

1. 男性 38 62.3% 

2. 女性 23 37.7% 

 合 計 61 100.0% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．本大学院に設置予定の大学院【博士課程】に進学を希望されますか。 

  １つだけ選択をしてください。 

 

  人数 割合 

1.是非進学をしたい 13 21.3% 

2.進学を検討する 25 41.0% 

3.進学をしない 7 11.5% 

4.わからない 16 26.2% 

 合 計 61 100.0% 

 

 

 

 

 

21.3% 
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11.5% 
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0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

1.是非進学をしたい 

2.進学を検討する 

3.進学をしない 

4.わからない 

62.3% 

37.7% 
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2. 女性 



 

 

 

 

３．将来は臨床医・研究者として働くために大学院に進学したい。（回答者数３７名） 

 

  人数 割合 

1.臨床医として大学院に進学したい 37 100.0% 

2.研究者として大学院に進学したい 0 0.0% 

 合 計 37 100.0% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．進学の時期はいつ頃を考えていますか。 

 

 ・研修２年目（同回答３名） 

 ・まだ分からない 

 ・後期研修が始まってから時期をみて 

 ・研修医２年目又は専門医資格取得後 

 ・できるだけ早く最短で 

 ・後期研修後数年以内 

 ・専門医を取る前後 

 ・後期研修以降に 

 ・２～３年目から進路をきめて 

 ・研修医終了後（同回答３名） 

 ・２～３年後 

 ・３年目以降 

 ・未定 

・医師１０年目までには 

 ・研修終了後 

 ・後期研修終了後（同回答２名） 

 ・専門医取得後 

100.0% 

0.0% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0% 120.0%

1.臨床医として大学院に進学したい 

2.研究者として大学院に進学したい 



 

 

 

５．どのような分野への進学を希望されますか？ 

あてはまるものを全て選択してください。 

 

  人数 

 1.分子解剖学 1 

 2.解剖学・神経生物学 1 

 3.感覚情報科学 2 

 4.生体統御科学 2 

 5.代謝・栄養学 2 

 6.分子遺伝医学 3 

 7.薬理学 3 

 8.解析人体病理学 1 

 9.統御機構診断病理学 1 

 10.微生物学・免疫学 4 

 11.衛生学公衆衛生学 4 

 12.法医学 1 

 13.医療管理学 0 

 14.細胞生物学 2 

 15.分子生物学 1 

 16.分子細胞構造学 1 

 17.生体機能制御学 2 

 18.遺伝子制御学 3 

 19.循環器内科学 1 

 20.神経内科学 1 

 21.腎臓内科学 0 

 22.アレルギー膠原病内科学 3 

 23.血液内科学 3 

 24.消化器内科学 5 

 25.内分泌糖尿病代謝内科学 2 

 26.呼吸器内科学 0 

 27.精神・行動医学 0 

 28.小児・思春期医学 3 

 29.臨床放射線医学 1 

 30.皮膚粘膜病態学 0 

 31.総合医療・健康科学 1 

 32.リハビリテーション学 0 

 33.消化器外科学 4 

 34.乳腺外科学 0 



 

 

 

 35.内分泌外科学 1 

 36.呼吸器外科学 0 

 37.心臓血管外科学 1 

 38.脳神経外科学 0 

 39.整形外科学 4 

 40.女性生殖発達病態学 4 

 41.頭頸部・感覚器科学 1 

 42.男性生殖器・泌尿器科学 1 

 43.眼科学 1 

 44.疼痛制御麻酔科学 2 

 45.救急医学 1 

 46.形成再建再生医学 2 

 47.昼夜開講制 3 

 48.未定 5 

 49.その他（具体的に：    ） 1 

 合 計 85 

 

 

 

６．どのような学習環境があれば進学しやすいと考えますか。 

  あてはまるものを全て選択してください。 

 

  人数 

1. 夜間の開講（時間帯は午後 6時以降） 30 

2. 土・日・祝日の開講 16 

3. サテライト教室 21 

4. 奨学金制度 10 

5. 通信教育制度 16 

6.その他（具体的に：   ） 0 

 合 計 93 

 

 

 

 

 

 



資料 ５ 

本文２ページ 

 

 

日本医科大学大学院進学に関するアンケート 集計結果（平成 27年度） 

 

アンケート対象：専修医（日本医科大学付属病院、日本医科大学武蔵小杉病院、 

日本医科大学多摩永山病院、日本医科大学千葉北総病院）【回答者：69名】 

 

１．性別は？ 

  人数 割合 

1. 男性 40 58.0% 

2. 女性 29 42.0% 

 合 計 69 100.0% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．本大学院に設置予定の大学院【博士課程】に進学を希望されますか。 

  １つだけ選択をしてください。 

 

  人数 割合 

1.是非進学をしたい 15 21.7% 

2.進学を検討する 24 34.8% 

3.進学しない 12 17.4% 

4.わからない 18 26.1% 

 合 計 69 100.0% 
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0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%
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2. 女性 

21.7% 
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17.4% 

26.1% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

1.是非進学をしたい 

2.進学を検討する 

3.進学しない 

4.わからない 



 

 

 

３．将来は臨床医・研究者として働くために大学院に進学したい。（回答者数３８名） 

 

  人数 割合 

1.臨床医として大学院に進学したい 34 89.5% 

2.研究者として大学院に進学したい 4 10.5% 

 合 計 38 100.0% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．進学の時期はいつ頃を考えていますか。 

 

 ・未定（同回答６名） 

 ・専修医終了後（同回答７名） 

 ・近い将来 

 ・４年目 

 ・入局３年目以降 

 ・卒後８～１０年目くらい 

 ・５年目くらい 

 ・卒後５年目くらい 

 ・１０年後等 

 ・専門医をとってから？４年目以降 

 ・入局３年目 

 ・専門医取得後（同回答２名） 

 ・専修医４～５年目あたりで考えています。 

 ・４～６年目 

  

 

 

 

 

89.5% 

10.5% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

1.臨床医として大学院に進学したい 

2.研究者として大学院に進学したい 



 

 

 

５．どのような分野への進学を希望されますか？ 

あてはまるものを全て選択してください。 

 

  人数 

 1.分子解剖学 2 

 2.解剖学・神経生物学 1 

 3.感覚情報科学 1 

 4.生体統御科学 1 

 5.代謝・栄養学 1 

 6.分子遺伝医学 0 

 7.薬理学 1 

 8.解析人体病理学 2 

 9.統御機構診断病理学 3 

 10.微生物学・免疫学 0 

 11.衛生学公衆衛生学 0 

 12.法医学 0 

 13.医療管理学 0 

 14.細胞生物学 0 

 15.分子生物学 1 

 16.分子細胞構造学 0 

 17.生体機能制御学 0 

 18.遺伝子制御学 0 

 19.循環器内科学 2 

 20.神経内科学 3 

 21.腎臓内科学 2 

 22.アレルギー膠原病内科学 2 

 23.血液内科学 2 

 24.消化器内科学 4 

 25.内分泌糖尿病代謝内科学 1 

 26.呼吸器内科学 3 

 27.精神・行動医学 1 

 28.小児・思春期医学 1 

 29.臨床放射線医学 3 

 30.皮膚粘膜病態学 0 

 31.総合医療・健康科学 0 

 32.リハビリテーション学 0 

 33.消化器外科学 0 

 34.乳腺外科学 0 



 

 

 

 35.内分泌外科学 1 

 36.呼吸器外科学 1 

 37.心臓血管外科学 0 

 38.脳神経外科学 1 

 39.整形外科学 0 

 40.女性生殖発達病態学 1 

 41.頭頸部・感覚器科学 0 

 42.男性生殖器・泌尿器科学 3 

 43.眼科学 1 

 44.疼痛制御麻酔科学 0 

 45.救急医学 2 

 46.形成再建再生医学 3 

 47.昼夜開講制 1 

 48.未定 2 

 49.その他（具体的に：  ） 0 

 合 計 53 

 

 

 

 

 

６．どのような学習環境があれば進学しやすいと考えますか。 

  あてはまるものを全て選択してください。 

  人数 

1. 夜間の開講（時間帯は午後 6時以降） 20 

2. 土・日・祝日の開講 12 

3. サテライト教室 21 

4. 奨学金制度 15 

5. 通信教育制度 13 

6.その他（具体的に：   ） 0 

 合 計 81 
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日本医科大学大学院進学に関するアンケート 集計結果（平成 27年度） 

 

アンケート対象：日本医科大学医学部第 6学年（回答者 84名） 

 

１．性別は？ 

  人数 割合 

1. 男性 55 65.5% 

2. 女性 29 34.5% 

 合 計 84 100.0% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．本大学院に設置予定の大学院【博士課程】に進学を希望されますか。 

  １つだけ選択をしてください。 

  人数 割合 

1.是非進学をしたい 7 8.3% 

2.進学を検討する 22 26.2% 

3.進学をしない 15 17.9% 

4.わからない 40 47.6% 

 合 計 84 100.0% 

 

 

 

 

 

65.5% 

34.5% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

1. 男性 2. 女性 

8.3% 

26.2% 

17.9% 

47.6% 

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

1.是非進学をしたい 2.進学を検討する 3.進学をしない 4.わからない 



 

 

 

 

３．進学の時期はいつ頃を考えていますか。 

 

 ・不明 

 ・卒業３年目以降（同回答２名） 

 ・専修医 

 ・入局してから 

 ・後期研修終了後 

 ・２年目  

 ・２年目から３年目 

 ・２年目 or３年目 

 ・３年目以降（同回答４名） 

 ・研究したいことが見つかったから 

 ・専修医になってから 

 ・結婚して子供を生む頃など 

 ・出来るだけ早期に 

 ・後期研修後 

 

 

 

４．どのような分野への進学を希望されますか？ 

あてはまるものを全て選択してください。 

 

  人数 

 1.分子解剖学 0 

 2.解剖学・神経生物学 1 

 3.感覚情報科学 1 

 4.生体統御科学 1 

 5.代謝・栄養学 1 

 6.分子遺伝医学 1 

 7.薬理学 1 

 8.解析人体病理学 1 

 9.統御機構診断病理学 1 

 10.微生物学・免疫学 0 

 11.衛生学公衆衛生学 3 

 12.法医学 0 

 13.医療管理学 0 

 14.細胞生物学 0 

 15.分子生物学 0 



 

 

 

 16.分子細胞構造学 1 

 17.生体機能制御学 0 

 18.遺伝子制御学 1 

 19.循環器内科学 8 

 20.神経内科学 6 

 21.腎臓内科学 2 

 22.アレルギー膠原病内科学 5 

 23.血液内科学 3 

 24.消化器内科学 2 

 25.内分泌糖尿病代謝内科学 4 

 26.呼吸器内科学 3 

 27.精神・行動医学 2 

 28.小児・思春期医学 3 

 29.臨床放射線医学 1 

 30.皮膚粘膜病態学 0 

 31.総合医療・健康科学 3 

 32.リハビリテーション学 2 

 33.消化器外科学 5 

 34.乳腺外科学 4 

 35.内分泌外科学 2 

 36.呼吸器外科学 2 

 37.心臓血管外科学 3 

 38.脳神経外科学 3 

 39.整形外科学 2 

 40.女性生殖発達病態学 3 

 41.頭頸部・感覚器科学 2 

 42.男性生殖器・泌尿器科学 0 

 43.眼科学 2 

 44.疼痛制御麻酔科学 0 

 45.救急医学 2 

 46.形成再建再生医学 4 

 47.昼夜開講制 0 

 48.未定 5 

 49.その他（具体的に：） 0 

 合 計 96 

 

 

 



 

 

 

５．どのような学習環境があれば進学しやすいと考えますか。 

  あてはまるものを全て選択してください。 

 

  人数 

1. 夜間の開講 

（時間帯は午後 6時以降） 
23 

2. 土・日・祝日の開講 14 

3. サテライト教室 12 

4. 奨学金制度 14 

5. 通信教育制度 11 

6.長期履修制度 6 

7.その他（具体的に：   ） 2 

 合 計 82 
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日本医科大学大学院進学に関するアンケート 集計結果（平成 27年度） 

 

アンケート対象：日本獣医生命科学大学獣医学部第 6学年（回答者 89名） 

 

１．性別は？ 

  人数 割合 

1. 男性 38 42.7% 

2. 女性 51 57.3% 

 合 計 89 100.0% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．本大学院に設置予定の大学院【博士課程】に進学を希望されますか。 

  １つだけ選択をしてください。 

  人数 割合 

1.是非進学をしたい 1 1.1% 

2.進学を検討する 6 6.7% 

3.進学をしない 71 79.8% 

4.わからない 11 12.4% 

 合 計 89 100.0% 

 

 

 

 

 

 

42.7% 

57.3% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

1. 男性 2. 女性 

1.1% 

6.7% 

79.8% 

12.4% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

1.是非進学をしたい 2.進学を検討する 3.進学をしない 4.わからない 



 

 

 

 

３．進学の時期はいつ頃を考えていますか。 

 

・不明、３～５年後 

・大学卒業後すぐにでも 

・就職後 

・数年勤務後 

・しばらく働いてから 

 

４．どのような分野への進学を希望されますか？ 

あてはまるものを全て選択してください。 

 

  人数 

 1.分子解剖学 0 

 2.解剖学・神経生物学 0 

 3.感覚情報科学 0 

 4.生体統御科学 0 

 5.代謝・栄養学 0 

 6.分子遺伝医学 1 

 7.薬理学 0 

 8.解析人体病理学 0 

 9.統御機構診断病理学 1 

 10.微生物学・免疫学 2 

 11.衛生学公衆衛生学 0 

 12.法医学 2 

 13.医療管理学 0 

 14.細胞生物学 1 

 15.分子生物学 0 

 16.分子細胞構造学 0 

 17.生体機能制御学 0 

 18.遺伝子制御学 2 

 19.循環器内科学 2 

 20.神経内科学 0 

 21.腎臓内科学 0 

 22.アレルギー膠原病内科学 0 

 23.血液内科学 1 

 24.消化器内科学 1 

 25.内分泌糖尿病代謝内科学 1 



 

 

 

 26.呼吸器内科学 1 

 27.精神・行動医学 1 

 28.小児・思春期医学 0 

 29.臨床放射線医学 0 

 30.皮膚粘膜病態学 0 

 31.総合医療・健康科学 0 

 32.リハビリテーション学 0 

 33.消化器外科学 0 

 34.乳腺外科学 0 

 35.内分泌外科学 0 

 36.呼吸器外科学 0 

 37.心臓血管外科学 2 

 38.脳神経外科学 0 

 39.整形外科学 0 

 40.女性生殖発達病態学 0 

 41.頭頸部・感覚器科学 0 

 42.男性生殖器・泌尿器科学 0 

 43.眼科学 0 

 44.疼痛制御麻酔科学 0 

 45.救急医学 2 

 46.形成再建再生医学 0 

 47.昼夜開講制 1 

 48.未定 0 

 49.その他（具体的に：   ） 0 

 合 計 21 

 

 

５．どのような学習環境があれば進学しやすいと考えますか。 

  あてはまるものを全て選択してください。 

  人数 

1. 夜間の開講（時間帯は午後 6時以降） 3 

2. 土・日・祝日の開講 4 

3. サテライト教室 1 

4. 奨学金制度 2 

5. 通信教育制度 3 

6.その他（具体的に：   ） 1 

 合 計 14 
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日本医科大学大学院進学に関するアンケート 集計結果（平成 27年度） 

 

アンケート対象：明治薬科大学薬学部第 6学年（回答者 156名） 

 

１．性別は？ 

 

  人数 割合 

1. 男性 44 28.2% 

2. 女性 112 71.8% 

 合 計 156 100.0% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．本大学院に設置予定の大学院【博士課程】に進学を希望されますか。 

  １つだけ選択をしてください。 

  人数 割合 

1.是非進学をしたい 2 1.3% 

2.進学を検討する 2 1.3% 

3.進学をしない 143 91.7% 

4.わからない 9 5.8% 

 合 計 156 100.0% 

（※小数点第 1以下四捨五入） 

 

 

 

 

 

 

28.2% 

71.8% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

1. 男性 2. 女性 

1.3% 

1.3% 

91.7% 

5.8% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

1.是非進学をしたい 2.進学を検討する 3.進学をしない 4.わからない 



 

 

 

 

３．進学の時期はいつ頃を考えていますか。 

 

 ・２年後 

 ・８月 

 ・就職後２～３年後 

 

 

４．どのような分野への進学を希望されますか？ 

あてはまるものを全て選択してください。 

 

  人数 

 1.分子解剖学 0 

 2.解剖学・神経生物学 0 

 3.感覚情報科学 0 

 4.生体統御科学 0 

 5.代謝・栄養学 0 

 6.分子遺伝医学 0 

 7.薬理学 2 

 8.解析人体病理学 0 

 9.統御機構診断病理学 0 

 10.微生物学・免疫学 0 

 11.衛生学公衆衛生学 0 

 12.法医学 0 

 13.医療管理学 0 

 14.細胞生物学 0 

 15.分子生物学 0 

 16.分子細胞構造学 0 

 17.生体機能制御学 1 

 18.遺伝子制御学 0 

 19.循環器内科学 1 

 20.神経内科学 0 

 21.腎臓内科学 1 

 22.アレルギー膠原病内科学 0 

 23.血液内科学 1 

 24.消化器内科学 1 

 25.内分泌糖尿病代謝内科学 0 

 26.呼吸器内科学 0 



 

 

 

 27.精神・行動医学 1 

 28.小児・思春期医学 1 

 29.臨床放射線医学 0 

 30.皮膚粘膜病態学 0 

 31.総合医療・健康科学 0 

 32.リハビリテーション学 0 

 33.消化器外科学 0 

 34.乳腺外科学 0 

 35.内分泌外科学 0 

 36.呼吸器外科学 0 

 37.心臓血管外科学 0 

 38.脳神経外科学 0 

 39.整形外科学 0 

 40.女性生殖発達病態学 0 

 41.頭頸部・感覚器科学 0 

 42.男性生殖器・泌尿器科学 0 

 43.眼科学 0 

 44.疼痛制御麻酔科学 0 

 45.救急医学 0 

 46.形成再建再生医学 0 

 47.昼夜開講制 0 

 48.未定 0 

 49.その他（具体的に：   ） 0 

 合 計 9 

 

５．どのような学習環境があれば進学しやすいと考えますか。 

  あてはまるものを全て選択してください。 

 

  人数 

1. 夜間の開講（時間帯は午後 6時以降） 5 

2. 土・日・祝日の開講 2 

3. サテライト教室 2 

4. 奨学金制度 3 

5. 通信教育制度 1 

6.長期履修制度 2 

7.その他（具体的に：   ） 0 

 合 計 15 
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平成 27 年度私立医科大学大学院初年度納付額・4年間納付額総額一覧                                
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東京都福祉保健局  

救急医療対策協議会報告（平成 25 年 5 月）【抜粋】                           
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